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   本音を話してくれるようになり、 

【障がい者雇用の経過】 
・身体障がいの方が２名働いています。一人は
勤続 25 年で、就労後に内部障がいを発症さ
れましたが、現在、主査(監督職)として活躍
いただいています。 

・障がい者雇用という意味では、勤続 10 年の
もう一人の方が初めての採用になります。 

・基本的には特別扱いはしないようにしていま
す。適性を見ながら配属を決定し、各自が責
任をもって職務が行えるように取り組んで
います。 

・配慮していることは、障がい状況により長時
間勤務にならないこと、重量物の運搬など安
全面での配慮をより一層徹底すること、社員
間の交流目的とするレクリエーション(花
見、ＢＢＱなど)への積極的呼びかけなどで、
それ以外は他の社員と全く同じです。 

・全社員対象ですが、メンタルヘルス向上のた
めに「ストレスドック」「カウンセリング」
の受診奨励と受診料補助を行っています。必
要な場合は、病院(主治医)と連携した支援を
行っています。 

◆主な事業内容：金型設計製作、精密プレス

加工、自動機設計製作など 

障がいのある方が従事している仕事 
ＣＡＤによる金型設計、生産管理(材料の調
達・納品・在庫管理) 

 

【Ａさんについて聞きました】 
・Ａさんは高校新卒として応募された右
手・右足に障がいのある方です。非常
に前向きな姿勢で、卓球部を３年間続
けられ、その明るさと逞しさは会社と
社員にプラスになると確信し採用し
ました。 

・生産管理部門で材料管理を担当してお
り、上長から多くのものを得ようとい
う姿勢がうかがえます。 

・マイカーは福祉車ですが、入社後フォ
ークリフトの免許を取り、普通のフォ
ークリフトを使いこなしています。 

・卓球やソフトボールなどの社員間の交
流にも積極的に参加し、全くハンディ
を感じさせない姿を見せてくれます。 

・一昨年には結婚し、公私ともに充実し
た生活を過ごしています。 

障がいのある方の雇用に取組む 

「京都はあとふる企業」です

 

 

 

 

 

 


